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記者会見 

夢は続く 

2020 年東京パラリンピックへ 

佐藤 真海 

パラリンピック女子陸上選手 

2013 年 10 月 29 日 

東京へのオリンピック・パラリンピック招致活動で活躍し

たパラリンピアン、佐藤真海さん（サントリーホールディン

グス株式会社 CSR 推進部）が、パラリンピックとの出会い、

招致活動、そして 2020 年に向けた思いについて語った。「ス

ポーツの力を日本に、世界中に広げたいという思い。地元で

ある東北への思い。パラリンピックももっともっと盛り上げ

ていきたい思い。それが 2020 年、みんなで目指すオリンピ

ック・パラリンピックが日本に来て、夢が続いたな、と心強

く思っています」 

 

司会：別府育郎 日本記者クラブ企画委員（産経新聞論説委員室論説副委員長） 

 

日本記者クラブ YouTube チャンネル  

http://www.youtube.com/watch?v=CKnK7yKmV8g 

 
○C 公益社団法人 日本記者クラブ
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佐藤真海・パラリンピック女子陸上選手 皆さ
ん、こんにちは。本日はお招きいただきましてあ
りがとうございます。パラリンピアンの、そして
サントリーの佐藤真海と申します。まず私のほう
からお話をさせていただきたいと思います。 

簡単に自己紹介をさせていただきます。私は宮
城県の気仙沼市の出身です。海と山に囲まれる気
仙沼で、野山を駆け巡るスポーツ少女として育ち
ました。小学校では水泳を、気仙沼中学校と仙台
育英高校では陸上部で長距離をしておりました。
常に文武両道ということを目標に、歩んできまし
た。 

大学生になったら、チアリーディングをしたい
という夢があり、2000 年の早稲田大学入学とと
もに、応援部のチアリーダーズに入部しました。 

大学 2 年生の時の冬に骨肉腫という病気がわ
かり入院。2002 年 4 月、大学 3 年生の春に、手
術をして右足の膝から下を切断し、義足での生活
がスタートしました。 

入院生活を経て大学に復帰しても、全てを失っ
てしまったような気持ちになりました。もう一度
目標を持ちたいと、これまでの自分の人生を振り
返る中で、常にスポーツがありましたので、わら
にもすがる思いでスポーツを始めました。 

義肢装具士の臼井二美男さんを知り、スポーツ
義足に出会い、退院して数カ月後にはスポーツを
再開することができました。 

そこから、心身ともに前向きになることができ
ました。就職活動にも取り組み、チャレンジ精神
を大事にするサントリーへ 2004 年に入社。そし
て、同年のアテネのパラリンピックに出場するこ
とができました。それが走り幅跳び選手としての
世界へのチャレンジのスタートでした。 

仕事とスポーツを両立する環境を相談してつ
くりながら、2008 年の北京パラリンピック、そ
して 2012 年のロンドンパラリンピックと、これ
まで 3大会連続で出場できました。 

本当にスポーツ、そしてパラリンピックに救わ
れていまがあります。命の恩人のようなものだと
思っています。 

招致プレゼンの中で、「失ったものではなく、
いまあるものが一番大事であることに気づかさ
れた」と触れているのですが、これは自分自身の
経験を通して、強く実感してきた思いです。 

震災を経て、より強く実感したスポーツの力 

続きまして、9 月 7 日ブエノスアイレスでの
2020 年東京オリンピック・パラリンピック招致
活動でプレゼンテーターを務めさせていただい
た際の心構え等について、お話をさせていただき
たいと思います。 

2011 年 3月 11 日に東日本大震災があり、大事
な故郷が大きな被害を受けました。ちょうどその
時期私は、ロンドンのパラリンピックに向けて、

走り幅跳びの踏み切り足を、自分の足から右側の
義足側に変えるという大きなチャレンジをして
いたのですが、記録的にも伸び悩んでいた時期で
もありました。そのとき、自分が競技を続けてい
くという気持ちを失いそうになったのですが、大
切な故郷の、そして子どもたちの力になりたいと
思い、すぐに気仙沼の母校に帰って交流を始めま
した。 

できる限り時間をつくり子どもたちに会いに
行きました。 

自分としは子どもたちを励ますつもりでいた
のですが、実は私のほうが力をもらっていたので
す。子どもたちの歯をぐっと食いしばって闘う姿
に、自分自身にもこういう気仙沼魂があるのだと
いうことを強く感じさせてもらいました。 

そして、子どもたちに語りかける中で、本当に
大事なものに気づかせてもらいました。それは、
命の大切さであり、命を大切にするということは、
一日一日を大事に過ごす、一人一人が与えられた
環境で精いっぱい力を尽くすことなんじゃない
かなというふうに感じました。 

そうして力をもらい、2012 年のロンドンパラ
リンピックに向かうことができました。 

私は 10 年前の病気から立ち上がる過程の中で、
スポーツの力というもの感じてきましたが、この
震災を機に、多くの地元の、そして東北の人たち
と触れ合う中で、スポーツの力とは夢と希望を育
み、人と人をつないでいくものだ、ということを
さらに強く実感しました。そのことはスピーチの
中でも触れさせていただいています。 

スポーツとして楽しんだロンドン・パラリンピック 

招致活動にについて自分の気持ちを明確にし
てくれたのは、昨年のロンドンパラリンピックへ
出場したときに得た感動です。8万人入るスタジ
アムが、朝の部も夜の部も満員で、本当にパラリ
ンピックを、一スポーツとして観客の皆さんが心
から楽しんでいる様子がすごく心に残っていま
す。 

その熱狂はスタジアムの中だけの話ではなく
て、例えばパラリンピックのテレビＣＭを放送し
ていましたが、それがスポーツとして、本当にエ
キサイティングな魅力を伝えていました。 

パラリンピックの期間中は、チャンネル 4とい
うパラリンピックの放送権を獲得した民放が、朝
から夜遅くまで、ライブ中継の他に、ゲストを招
いてすごくおもしろい番組づくりをしていまし
た。 

街の中にも看板、ポスターがあり、スポーツバ
ーでもパラリンピックを中継していました。 

また、自分の種目が早く終わりましたので、6
種目ほど、ほかの競技の応援に行きました。その
ときに、オリンピックスタジアムだけではなく、
ほかの競技場でも満員の観客の中で同じように
盛り上がっていたことも確かめることができま
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した。 

あとは、ゲームメーカーと呼ばれていたボラン
ティアの皆さん。このボランティアの皆さんの笑
顔、そして気軽にコミュニケーションをさせても
らえる雰囲気に、とても気持ちが温かくなったこ
とは、大切な思い出として残っております。 

ロンドンから帰りまして、パラリンピックにつ
いて、何がどうしてそういうふうになったんだろ
うということを自分なりに調べてみました。また
現地を再び訪れて、パラリンピックの発祥の地と
言われているストーク・マンデビル病院の見学に
行きました。そこでは、パラリンピックの創始者
であるグッドマン先生による、リハビリの一環で
スポーツをして、そして社会の一員として送り出
す、「タックスペイヤーにする」という言葉が大
切にされていました。納税者にするということは、
つまり社会で一人の人間として働いていく、そう
いう考え方のもとでリハビリテーションが、昔だ
けではなく、いま現在も行われていることを知り
ました。 

例えば、リハビリの中で、スポーツだけではな
く、美術、音楽、そして職業訓練ですとか、その
人が選んで、社会に出ていくためにやりたいこと
に取り組み、“As normal as possible”という
言葉を使っていたんですけれども、なるべく普通
のことをして、普通の気持ちになって社会に出て
いく、そういう仕組みがしっかりとできていまし
た。 

また、病院の周りには陸上競技場や体育館、ジ
ムがあり、そこは近隣の住民の皆さんも使用でき
るので、一般の人と触れ合いながらリハビリもで
きる施設になっていました。 

そこで感銘を受けたのが、パラリンピック選手
が週に一度来て、リハビリから立ち上がろうとす
る人たちに、車いすラグビーなどを教えたりして
いる姿を見たことです。「仕事としてやっている
のか、それともボランティアとしてやっているの
か」ということを聞いたら、ボランティアとして
やっているという答えでした。パラリンピアンた
ちもここで力をもらって、新しい可能性に気づい
た、そういう自分たちだからこそ、こうして後に
続く人たちのためにやっていきたいという思い
を強く持っていたことを、すばらしいと感じまし
た。 

故郷に帰り、震災後もあらためてスポーツの力
を実感したこと、ロンドンパラリンピックがスポ
ーツとして位置づけられていたという感動、また
そのルーツとなるストーク・マンデビル病院で感
じたこと、これら全てが私の招致活動への取組み
につながっています。このスポーツの力をぜひ日
本でも、という気持ちを強く持ったのです。 

9月の最初のプレゼンテーションに立つまでの
プロセスですが、まず 3月にＩＯＣ評価委員会の
皆さんの東京視察の際に、パラリンピックの部で
プレゼンテーションを、アスリート代表として、
車いすテニスの国枝慎吾選手と一緒にやらせて

いただきました。 

その翌月の 4月に、9月の最終プレゼンテーシ
ョンで、というような公式なオファーを受けまし
たが、自分がどんな役割を担うのか良く分からず、
本当にプレゼンテーションでスピーチすると実
感したのは東京での出陣式で、ブエノスアイレス
に出発する 10 日ぐらい前のことでした。いよい
よだなという気持ちになりましたが、まだ自分の
スピーチの原稿案が届いていないという、すごく
緊張感の強い時期でもありました。 

その 3月から 9月まで準備期間中は、遠征等で
海外に行く際にコミュニケーションを積極的に
して、英語を日ごろから使うようにすること、日
本にいるときにも、なるべく英語に触れるように
すること、海外の情報に触れるようにすることを
意識しました。 

それから、7月にスイスのローザンヌで招致活
動のテクニカルミーティングがあったんですけ
れども、その際、東京を紹介するブースの前に立
たせていただいて、アスリートがどんな気持ちで
やっているか、また、東京に住む一人の住民とし
て、このコンパクトなオリンピック・パラリンピ
ックの魅力を英語でお伝えする役目をさせてい
ただきました。 

あとは、7月には韓国でＩＯＣ委員の主催した
スポーツ外交のフォーラムにも参加して、そこに
出席されたＩＯＣ委員の皆さんとお話をしたり
したことも、プレゼンテーションにつながったと
思います。 

震災後感じたスポーツの力 

9月の最終プレゼンテーションに向けた様々な
活動の中で、このパラリンピックへのチャレンジ
をしてきた 10 年間、特に震災後感じたスポーツ
の力というもの、あとは故郷、東北への思い、そ
れからパラリンピックもオリンピックと同じよ
うに注目を受けて、そして同じようなレベルで戦
っていく、そういう自分の思いを自分の言葉で伝
えていく、その心構えを貫き通させていただきま
した。 

安倍首相も加わり「オールジャパン」といわれ
たプレゼンテーションメンバーの一員に加わら
せていただき、あのような場所で自分の気持ちを
皆さんに伝えることができたことは、とても幸せ
なことだと思っています。 

実は、今年の 2013 年というのは、招致活動以
外にも充実した一年になっています。アスリート
として、4月にブラジルの国際大会に出場したの
ですけれども、そのときに、5メートル 2センチ
を跳び、初めて 5メートルのジャンパーの仲間入
りをすることができました。最初に出場したパラ
リンピックで優勝した選手が出した 5 メートル、
本当にすごい壁だなと思っていました。当時の私
は、3 メートル 95 という記録で世界デビューし
たので、5メートルというのが本当に大きな目標
でした。 
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さらに、今年は 7月にフランスで世界選手権が
開催されました。そこで、初めて銅メダルを獲得
しました。10 年を経てやっと獲得した大きな大
会でのメダルです。 

その世界選手権では、3月の評価委員会でお会
いした方と再会したり、あとはＩＰＣのクレーブ
ン会長とお話しさせてもらったばかりでなく、表
彰までしてもらったりと、人と人のつながりとし
てもかけがえのない一年となりました。 

選手の自己負担は年 144 万円 

最後に、2020 年に向けての思いをお話しさせ
ていただきます。まず、パラリンピックについて
です。 

昨年のロンドンパラリンピックの出場選手で
アンケート調査を行ったところ、選手たちの年間
の自己負担額は、平均で 144 万円という結果が得
られました。 

実は、4年前の北京大会に向かう選手たちのア
ンケートをとったときには、111 万円だったので
す。さらに負担は増えている。世界で互角に戦っ
ていくためには、より多くのお金と、そして時間
と環境が必要になってきています。それが確保で
きずに、競技継続を断念してしまうという選手が
いるのも事実です。 

そういう環境で、日本の競技レベルはどうなの
かというところですけれども、アテネ大会、北京
大会、そしてロンドン大会、この 3大会でメダル
獲得数は 10位、17位、24位と大幅に落ちてきて
おります。2020 年に向けて、しっかりと、選手
たちのレベルを上げていくことが求められると
思っています。そのためにも、オリンピック選手
と同じような練習環境を確保していくこと、制度
や仕組みづくりというものを充実させていく必
要があると感じています。 

昨年、ロンドン、ストーク・マンデビルに行っ
たときに、実は、選手の発掘、育成の取り組みに
ついても視察することができました。それはイギ
リスのパラリンピック委員会主催の全ての種目
を一堂に集めての体験会で、そこにはパラリンピ
アンや英国代表のスタッフが参加して、より多く
の人にスポーツに触れてもらう、体験してもらう
ということを行っていました。 

さらに、パラリンピック委員会が主催するもの
だけではなくて、陸上連盟が主催して、地域ごと
に分けて若手の有望選手を発掘していたのです。
有望選手の発掘というと、どうしてもずば抜けた
才能を持った選手を引き抜いていくイメージが
あるかもしれませんが、実際にはまず体験する機
会をつくる、その後、その地域で健常者と一緒に
陸上をやるクラブに紹介していくという、地域に
根ざした仕組みになっていました。 

このような、本当にロンドンオリンピック・パ
ラリンピックのレガシーと言えるものをみて、そ
れが 2012 年の熱気が冷めないうちに実施されて

いるということが、本当にすばらしいなと思いま
した。日本でもこうしたサステーナブルな発掘、
育成活動も、トップレベルの強化だけではなく、
必要だと考えています。 

次に、2020 年の大会は、みんなでつくるオリ
ンピック・パラリンピックになってほしいと思っ
ています。それは、自分自身が 3大会に出場して
きて、心に残って思い出として持ち帰るものとい
うのは、その雰囲気ですとか現地の皆さんとの交
流、観客の皆さんの笑顔、熱狂、全てを含めた思
い出なんだと感じました。そういう意味でも、日
本で開催される時でも、できるだけ多くの皆さん
に参加してほしい。そして、世界中から集まる選
手だけではなく、観客の皆さんにも心から楽しん
でもらいたいというふうに願っています。 

そのときに、パラリンピックの視点で考えると
いうことは、障がいがある人にも優しいもの、ユ
ニバーサルデザインをつくっていくということ
が必要になってくるんですけれども、そのときに、
障がいの有無だけではなくて、例えば子連れのお
母さん、お年寄り、小さな子どもなど、全ての人
にとって優しい、そういう視点を持つことが大切
だというふうに感じています。それが駅、街の中、
あとは大会の会場、さらに開会式、閉会式のつく
り方ですとか、パンフレットなどの制作物やテレ
ビ等を通しての伝え方についても、そういう視点
を持つことが大切ではないでしょうか。 

その中で、日本のテクノロジーを生かして、さ
すがは日本と言える大会をみんなでつくってい
けたらいいなと考えています。 

あともう 1つ、みんなでつくるというときには
もちろん東北も含まれると思います。2020年に、
心から一緒に大会を楽しんでもらうためにも、復
興というものが必要不可欠だと思っております。
その中で、東北出身の一員として、微力ながら自
分にできることは継続していきたい、新しいこと
にも取り組んでいきたいという思いです。それは
競技活動以外にも続けていきたい、チャレンジし
ていきたいと思っております。 

7年後に向けて、みんなで目指す夢というもの
ができたことをすごく心強く思っています。これ
までになかったような情熱と、そして日本人とし
ての誇りと自信を持てるような、そんな 7年間を
多くの人たちと一緒につくっていけたらいいな
と考えております。（拍手） 

≪質疑応答≫ 

司会：別府育郎・企画委員（産経新聞論説委員
室論説副委員長） どうもありがとうございます。
これから質疑に入りますが、その前に、司会から
1問だけお伺いします。 

今回の 2020 年のオリンピック・パラリンピッ
クの招致を通じて、おそらく日本でオリンピック
とパラリンピックの一体感というのが初めて感
じられたというのが特徴だと思っています。おそ
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らくその象徴的な存在が佐藤さんになられたと
思うんですが、今後 7年間、もしくはもっとその
後まで、オリンピックとパラリンピック、もしく
はオリンピアンとパラリンピアン、このせっかく
生まれた一体感をどう続けていくか、発展させて
いくか、何が必要か、どういうことをしたいか、
その辺、ちょっとお話し願えればと思います。 

オリンピックとパラリンピックを常にセットで 

佐藤 2020 年に向けた、まずスタートとなる
最初のプレゼンテーションで、その中の一員に加
わらせてもらったことで、オリンピック・パラリ
ンピックというように一体として皆さんに知っ
てもらえたことは、すごくいいスタートだなと思
っております。 

しかしながら、実際にはこれからまだまだやっ
ていくべきことがあるというのが現状だと思い
ます。その中で、例えば先ほどもお話ししたよう
に、ユニバーサルデザインの視点ですとか、また
トレーニング環境、仕組みづくり、そして社会の
理解、本当に1つ1つやっていくことがある中で、
アスリート同士でできることはもちろん架け橋
になっていきたいというふうには思っています
し、それよりももっと影響力のあります皆さんの
お力をおかりして、常にオリンピック、そしてパ
ラリンピックをセットとして、より多くの認知を、
そして価値が高まるような、そういうムーブメン
トの後押しをしていただけたらうれしいなと感
じています。 

 

司会 ありがとうございます。それでは、質疑
に移ります。 

 

質問 いま実業団でご活躍ですね。それから、
その前に、大学時代にいろいろ競技をおやりにな
ったと。現役というのは、いま実業団でおやりに
なっているんですが、一番ご苦労されるというか、
きつい点はどんなことでしょうか。練習を続けら
れる上で、です。 

道なき道を、人と出会って手探りで進んできた 

佐藤 ご質問ありがとうございます。 

実業団というのはちょっと違って、私、普通に
就職活動をして一社員として入社したという経
緯があります。それなので、最初からスポーツを
両立できる環境になかったというところがスタ
ートで、でも、そこからいましかできない世界の
チャレンジを続けたいというところで相談しな
がら、そして練習も仕事の一環、競技も仕事の一
環としてやれるようになったのが、入社してから
3年か 4年たってからなのです。 

でも、社員の皆さんの理解と応援というのがな
かったらこれまで続けてこれなかったと思いま
す。仕事に関しても、もともと社会貢献をする部
署に入ったのですけれども、その中でトップアス

リートを招いてのスポーツイベントやワークシ
ョップを開催、企画運営する側の仕事をしていて、
逆に、徐々に自分自身の経験を生かす、アスリー
トとしての経験、そして病気を乗り越えてきた思
いを仕事に生かせるという役割をもらいました。
スポーツに関しても、仕事に関しても、私にしか
できないチャレンジだと思います。こうしたモチ
ベーションを持ってやれてきたことで、自分にも
プラスになっていて、会社にも貢献できているか
なというふうに思っています。 

 

質問 大学時代はチアガールをおやりになっ
ていて、骨肉腫で切断されて、それからリハビリ
を兼ねておやりになった、大変なご苦労があった
と思うんですが、練習で特に問題があったのはど
ういう点でしょうか。 

 

佐藤 練習でですか。 

 

質問 さっきは環境とかお金とか、いろいろ出
ましたね。そういう……。 

 

佐藤 チアリーダーとして 2 年間活動して、1
年間近く入院をして、それから残り 1年間で就職
活動プラススポーツを再開という大学生活だっ
たのですが、一番大変だったのは、情報が少なか
ったことだと思います。 

いまから 10 年前ですので、インターネットの
情報も含めて、いまとは比べ物にならないほど少
なかったです。入院中も、パラリンピックの情報
はなく、自分がスポーツできるという可能性がみ
えなかったので、退院しても将来についてすごく
不安がありました。 

そうした中で、敷かれた道ではなくて、本当に
道なき道を人との出会いによって手探りで進ん
できました。その過程で、義肢装具士の方ですと
か、コーチやトレーナーなど様々な人との出会い
があったからこそ開けてきたんですけれども、そ
れまでは進む道がなく明るい未来がみえなかっ
たことが大変でした。 

いま同じような道を歩んでくる子どもたちに
とって、そういうことのないように……。いまは
もう「オリンピック・パラリンピック」と出てい
ますから、明るい未来はみえますし、あと進むべ
き道、出会っていくべき人というのは割と情報が
得やすくなってきてはいるかなと思っています。
今後さらに、この輪を広げていけたらと考えてい
ます。 

 

質問 義足のメンテナンスとか、そういう問題
は、お金の件に関しては大変だったと思うんです
が、それはどうなんでしょうか。 

 

佐藤 そうですね。大学生でしたから、最初は、
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競技用の義足に関しても、やっぱり高価なもので
すので、壊れたら大変だなという気持ちはありま
した。 

 

司会 では、私のほうから。 

競技生活とは別に、招致活動を通じて、佐藤さ
んが得られたものがあるとすれば、その得られた
ものを今後どう生かしていきたいか、お話し願え
れば。 

 

佐藤 招致活動という、本当にかけがえのない
経験をさせていただいたんですけれども、その中
で、プラスになったものはたくさんあります。そ
の中で、プレゼンテーションではアスリートとし
て、日本を代表してメッセージを外に発信すると
いう役割を担わせていただき、日本人としての自
覚が高まりました。 

その経験をすることで、視野をグローバルに広
げさせてもらうことができました。アスリートと
して海外の大会に出ていくときに、その競技に集
中するのはもちろんですけれども、それ以外のコ
ミュニケーションも心がけて、多くのつながりを
つくって、その情報を日本に持ち帰りたいという
思いを持てるようになったことも得られたもの
の 1つかなと思います。 

アスリートとしては、年齢的にも一年一年を大
事にという時期には来ているのですが、海外の
方々とのネットワークを大切にして、また新しい
人と出会い様々な情報を持ち帰ることも、常に心
がけていきたいと考えております。 

 

質問 2 つ教えてください。1 つ目は、障がい
者スポーツを取り巻く環境について。もう 1つは、
東北、故郷の気仙沼のお話についてです。 

1つ目の障がい者スポーツを取り巻く環境につ
いてですが、体験会、ロンドンのお話の中にも出
てきましたが、健常者の人と障がいをお持ちの方
が一緒にスポーツを楽しむ機会はここ最近増え
てきたのかなとは思っているんですけれども、い
まの動きの中でまだ足りないものがあるのか、そ
れは数量だけの問題なのか、質として何かこうい
うものがあったらいいのにと思う点があるのか、
まずこれを教えていただけますか。 

 

佐藤 ご質問ありがとうございます。 

パラリンピック選手を目指すということだけ
ではなく、地域毎にだれもがスポーツをできる環
境というのはまだまだだなと思うところがあり
ます。それはもちろんハード面、例えば体育館や
競技場に車いすで入っていけないようなつくり
になっている、器具を使えないようになっている
ということも大きなハードルですけれども、もう
1つ、接する側の心の部分のハードルもあるのか
なと思っています。 

例えば、障がい者スポーツの指導員の資格を持
っている人でしか指導できないと思われると思
うんですけれども、実は、トレーニング方法に関
しても、私自身、工夫で一般のトップアスリート
と同じようなことをいま現在もやっております
し、コミュニケーションしながら必要なものをお
互いに言い合って、サポートしてというふうな、
地域レベルでの交流が増えていくことが理解を
進めていく後押しになるのかなというふうに感
じています。 

 

質問 もう一点、復興絡みといいますか、東北、
特に故郷の気仙沼のお話になるかと思うんです
けれども、間もなく 3年たとうというタイミング
がやってきますが、いままで被災地である気仙沼
に里帰りとか、小学校での講演とか、事あるごと
に佐藤さん、行かれていると思いますが、この 3
年間を通じて、何か変わってきたなと感じられる
こと。その変化があるとして、それを 7年後にど
ういうふうに伝えていきたいかという思いを教
えていただければと思います。 

被災地と障がい者 周りが守る存在から一緒
に進む前向きな雰囲気に 

佐藤 つい先週も宮城県の石巻に行ってきま
したし、今週も木曜日から宮城に行くんですけれ
ども、そうやって足を運んでいく中で、被災地で
すとか被災者という言葉ではない、ぐっと前に進
もうとしている時期に入ってきていると感じて
います。被災地という言葉が、私の中ではですけ
れども、ある意味で障がい者という言葉とかぶっ
ていて、どうしても周りが守ってあげなければい
けないという存在というイメージが正直あるん
です。そうではなくて、一緒に進んでいく、盛り
上げていこう、そういう前向きな雰囲気になって
きているのかなというふうに思います。 

それを7年後にどう……。そうですね、7年間、
ある意味で、日本全国から、そして世界中から注
目を受けるということが大きな励みになると思
います。もちろんたくさんの方に支えてもらって、
いま現在もたくさんの応援が、支援がある中で、
感謝の気持ちを伝えていくためにも、それは言葉
ではなく、元気な姿を通して発信していくことも
今後のモチベーションになっていくと思います
し、自分自身もその一助になればいいなと思って
います。 

2020 年の聖火ランナーで東北をみせるだけで
はなくて、その過程を一緒に歩んでいく、そうい
う目標があることが、今回 2020 年のオリンピッ
ク・パラリンピックを招致したことによってより
一層強くなっていくのかなと期待しています。 

 

質問 僕らスポーツ紙の世界だとパラリンピ
ックについて触れる機会が少なくて、今回、佐藤
さんがプレゼンテーションされた後なので、全国
障がい者大会のときも大きく扱ったんですが、実
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は優勝した選手ではなくて、佐藤さんにスポット
が当たる形で、時の人としての扱い方でした。ア
スリートとしての扱い方としてどうだったんだ
ろうというがありまして、ここから 7年間で、僕
らメディアが考えていかなければいけないので
すが、どうすればパラリンピックそのものがスポ
ーツとして、アスリートとして扱われることにな
るのか、ヒントでもいただけたら。 

もう 1 つは、2020 年、年齢的な問題は別とし
て、佐藤さん自身は目指すお気持ちがあるかどう
か。もしアスリートでなかったらどういう携わり
方をしたいか、教えてください。 

ドラマ性や「障がいを乗り越える」報道から、エ
キサイティングなスポーツとしてとらえてほしい 

佐藤 ご質問ありがとうございます。 

招致活動を終えて帰ってきた後の最初の大会
であったスポーツ祭東京に、これはもちろん練習
ができていない 3週間がありましたから、とても
ハードではあったんですが、まずは参加すること
に意義があると考えました。そのことによって、
メディアの皆さんに、招致活動だけではない、ア
スリートとしての姿も伝えていただける機会に
もなりました。そこで、それを継続して 7 年間、
さらにこの動きを大きくしていくという必要が
あると考えていますが、それには皆さんのお力を
おかりしたい、それに尽きると思っております。 

ヒント……。どちらかというと、これまでパラ
リンピックというと、障がいを乗り越えるドラマ
性にフォーカスされることが多かったと思いま
すが、純粋にスポーツとして、アスリートとして、
実はどんどんハイレベルになってきているので
す。そういう面を主体として伝えていただけたら
いいのかな、というふうに思っています。 

欧米では、パラリンピックもエキサイティングな
一スポーツとして捉えられるようになってきま
した。日本ではまだパラリンピックという言葉は
聞いていても、実際にテレビでみたことがない、
新聞でみないという人が多くいるのが現状です
ので、そこを継続的にたくさん報道していただく
ということが大事なのかなと思っています。 

いかがでしょうか。 

 

質問 頑張ります。 

 

佐藤 2020 年に向けては、もう走り幅跳び選
手としては一年一年を大事にという思いを持っ
ていますので、ちょっとまだ考えていないという
状況です。2020 年は、どちらかというと次世代
に活躍してほしい大会で、私はその大会の成功の
ためにかかわっていきたいと思っています。 

 

司会 ありがとうございます。昨年、ロンドン
のオリンピック・パラリンピックをみる機会があ

ったんですけれども、日本であれほどパラリンピ
ックが競技として成り立つだろうかというのは、
正直言って本当に懐疑的でした。ただ、ちょっと
変わっていく兆しが、この招致活動を通じて芽生
えてきているのかなという実感はあります。あと
は、またみんなで、ということですね。 

 

佐藤 そうですね。 

 

質問 選手の負担額が 4 年前よりも増えてい
るというお話があったんですが、その背景にある
原因は、佐藤さんの目からみて、どういう部分に
あると思われるか。お金というのは、競技を続け
るうえでキーになってくる部分ですが、どう打開
していけばいいのか。国の補助金なり助成金が充
実していくことが一番なのか、あるいはほかの手
段があるのか。どんなビジョンを持っていらっし
ゃるかを教えていただけますか。 

スポーツとして打ち出しスポンサー、サポーター
を広げる 

佐藤 ご質問ありがとうございます。 

選手たちの負担が増えていることに関しては、
私はサントリーにサポートしてもらっているん
ですけれども、自分自身の年間にかけるお金がよ
り多くなってきているのが正直なところです。よ
り強くなり、海外の大事な大会で活躍するために
は、武者修行といいますか、海外により多く出て
いって経験を積むということが大事になってく
ると思います。 

私の経験ですが、2年前から一人で海外遠征に
積極的に出ていく、大会の申し込みを含めて現地
でのやりとり、大会前のミーティングも含めて、
一人で体当たりでいく、そういう経験を積む中で、
より本番で動揺しないという、もちろんメンタル
の面もそうですけれども、成長することができま
した。また、海外の選手と一緒に練習をすること
によって、こうでなければいけないという、例え
ば競技の技術的なことや本番に向けてのピーキ
ングですとか考え方について、自分の殻を壊すこ
とができました。それで思い切ったチャレンジを
したことで、4年間のスランプから抜け出せたと
ころもあります。 

そういう意味で、今後、海外遠征、そして日本
での合宿を通じて、より刺激を受ける機会、なれ
ていく機会というのはすごく大切と思っていま
す。 

あとは、これはこの 4年間で変わってきたとい
うことよりは、パラリンピックならではの負担で
あるんですけれども、例えば競技用の車いす、競
技用の義足とが大きな負担になります。大事な大
会の時など、1つでは足りないのです。スペアも
必要ですし、例えば私の場合は、走り幅跳び用と、
ジョギング用の 2種類、硬さの違うものを持って
います。1 つにはスパイクがついていて、もう 1
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つは、普通の道路でも走れるように、普通のシュ
ーズのソールをつけています。そのことで、どこ
でも練習ができる、やりやすいようになっている
分、お金もより必要になってきているというのは
こうした点からも実感していただけると思いま
す。 

それをどう打開していくかという点について、
2年前に大学院に行ってパラリンピックの研究を
して、海外の実際に行われていることを、日本に
どうパラリンピックの発展モデルとして生かし
ていくかという修士論文をまとめていることも
あり、ずっと継続して注目しています。 

国としてのサポート体制がまずは必要と思い
ますが、今後、パラリンピックもオリンピックと
一緒に文科省の中で強化されていくことが発表
されていますので、それは招致活動の大きな成果
かなと考えています。 

そして、国だけに頼るのではなくて、うまくパ
ラリンピックをスポーツとして打ち出す、そのこ
とでスポンサーを獲得していく。メディアに出し
ていただくことで、より多くのサポーターが生ま
れ、それによって継続的にさらに大きな輪が広が
っていくのかなと考えています。 

あともう 1つ、パラリンピック選手というのは、
大きな障がいというものを越えてアスリートと
して活躍しているわけですが、その過程の、例え
ばリハビリやトレーニングの方法は、今後、超高
齢化社会になっていく日本においても、ノウハウ
としてもっともっと生かしていけるものだと思
います。そのデータを蓄積していくこと、そこに
研究としてお金をかけていくことは、決して無駄
ではないと思いますし、そういう目線で、より多
くの人たちの理解をもらっていくことも必要と
考えています。 

 

質問 佐藤さんは早稲田大学の大学院で障が
い者スポーツをはじめとしたスポーツビジネス
を経験されたんですけれども、その経験がアスリ
ートの活動、あるいは今回の招致のプレゼンや招
致活動にどのような影響を与えたか、という点が
一点。 

二点目は、トップアスリートに追いつくために
負担額が増えれば増えるほど、いわゆるエリート
化すればするほど、逆に普及の面で言えば、ハー
ドルが高くなってくるという、強化と普及のバラ
ンスが崩れるところも起きているかと思います。
7年後に向けて、強化と普及のバランスをどのよ
うにとっていけばいいか、お考えをお聞かせくだ
さい。 

パラリンピックで日本は何を目指すのか 

佐藤 ご質問ありがとうございます。 

2011 年度に大学院に通って日本の課題をまと
めたのですが、ちょうどそのときにスポーツ基本
法ができて、スポーツ基本計画をつくる際に、ア

スリートの視点としての提言をまとめさせても
らうこともできました。そのときに、日本の課題
について整理ができたことで、今度は、海外に目
を向けようと思い、どうやってパラリンピックが
社会の中で認知されて、継続的な強化と支援がで
きているかという視点を持つようになりました。 

そのことで、国際大会に行くときに、ただアス
リートとして記録を伸ばしに行く、力を出しに行
くだけではなくて、触れ合う、積極的にコミュニ
ケーションをとる、どんな練習環境なのか、お金
はどういうふうに出ているのか、今後のパラリン
ピック選手としての責任についてどう考えてい
るのか、そういうところを、情報収集を常に――
情報収集というよりは、自分が知りたくてという
姿勢に変わりました。 

やらなければいけないという感じではなく、常
に情報に敏感になる、視野を広げるということに
つながったので、招致活動においても役立ったと
考えています。もちろん 3月があって、9月があ
ってという中で、インターネットで海外の情報を
集めたり、それは招致活動にしても、パラリンピ
ックの情報についてもなんですけれども、その種
目で日本を代表するということは、そういう役割
もあるというふうに考えています。 

あと、強化と普及のバランスについては、それ
は海外がいいモデルになると思うんですけれど
も、何を目指すかという部分が大切で、それが理
念にならないといけないところだと思います。そ
れがスポーツ先進国ということだけを目指すの
か、例えば北欧諸国のように、ノーマライゼーシ
ョン、全ての人が平等になるのを目標にするのか。
また一方では、ダイバーシティーを進め、今後、
一人一人の個性を尊重して認め合う社会になる
ために、パラリンピックをうまく生かしていくの
か。そうしたいろんな考え方があって、その中で
日本がどれを目指すかについては、私たちだけで
は決められるものではないと思います。今後、議
論を重ねて、そこから強化だったり、やっぱり普
及も必要だよね、というふうになると思いますし、
それを継続するためにも資金獲得が必要だよね
という面で、そこの、何を目指すか、どういう日
本をつくっていくのかというのが固まらないと、
強化と普及のバランスというのは、おっしゃると
おり崩れていくのかなと思います。 

 

質問 いま、佐藤さん、サントリーのコーポレ
ートコミュニケーション、ＣＳＲ推進室ですね。
サントリーがどの程度あなたに援助しているか。
お聞きしたいと思います。 

 

佐藤 練習時間については、通常、会社には 9
時の始業時間から出社して、あとは夕方 4時ぐら
いに会社を出て練習に向かうというスケジュー
ルになっております。また、合宿や海外遠征につ
いては、勤務扱いとしてみてもらっています。 

私は、アスリートとしてだけではなく、小学校
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に行って子どもたちと交流を続けることを並行
してやってきました。その延長線上で、パラリン
ピックのＰＲですとか普及にも取り組んでいた
のですが、それが招致活動にもつながりました。
招致活動というのは、直接的には私の勤務するサ
ントリーとかかわりはありませんが、9月のブエ
ノスアイレスから帰国してすぐに出社し、社長室
に挨拶に行ったところ、社長表彰をいただきまし
た。パラリンピアンとしての活動に対する資金援
助も受けていますが、全社で応援してくれている
ことに、あらためて感謝しました。 

その中で、これまで、私だけではなく、ラグビ
ー部、バレーボール部と、スポーツを通して日本
を元気にしていこう、決してそれは宣伝活動では
なく、続けてきたというところがあるので、私も
その一員に加わらせてもらえてきたことがすご
く大きな支えになりました。 

 

質問 企業のサポートについてお伺いしたい
んですが、企業にとっても、パラリンピックの選
手を支えることは、お金がどうしてもかかるわけ
で、どうやったら通常の選手たち、健常者のオリ
ンピック選手を支えるのと同様に、企業がみるの
か。国の支援と同様に一般企業の支援も重要にな
ってくると思うんですが、どのように企業の意識
改革が必要なのか、どういうものを求めているの
かをお伺いしたいんですが。 

パラリンピックにしかないチャレンジのメッ
セージ 企業も伝えたい 

 

佐藤 ご質問ありがとうございます。 

大きな体制でパラリンピックを目指すチーム
をサポートするのは大変だと思うのですが、実は
社員として雇っていくということが十分サポー
トになっているのです。お給料をもらって、その
お金があるという安定感は、自分の中でも大きか
ったです。競技を継続して、さらにその後も仕事
をしていける、そういう環境をもらえること。そ
して、アスリートとしても理解をしてもらえるこ
とは、大きなサポートだと思います。 

私がサントリーにいることで、みんながいろい

ろ理解をしてくれる、そしてみんなが、今回は「力
をもらった」と言ってくれる、お互いにいろんな
ことを感じられる貴重な機会が生まれると思う
んです。会社の中で一人のアスリートをサポート
していく、応援していくということも、今後より
多くの企業にやっていただきたいと思っていま
す。 

オリンピックのスポンサーは、現状、たくさん
あると思うんですけれども、パラリンピックとい
うのは、正直、少ないです。その中で、パラリン
ピックにしかないメッセージがあると思うんで
す。やはり限界を打ち破っていく、もちろん障が
いがありますけれども、それ以上に自分の力を出
し切る、トップアスリートとして戦っていくとい
う姿に、企業が同じように伝えたいチャレンジす
るメッセージというものがあれば、お互いにリン
クしてメッセージを出していけるのかなという
ふうに感じます。海外ではそれがうまく活用され
ているので、日本でもぜひ、例えば企業のＣＭや
広告に活用してもらえればいいのかなと思って
おります。 

 

司会 ありがとうございます。佐藤さんに、事
前に揮毫をいただいております。「夢は続く」と
いうものです。「夢は続く」について、一言。 

 

佐藤 スポーツの力を日本に、そして世界中に
広げたいという思い。それから、地元である東北
への思い、そしてパラリンピックももっともっと
盛り上げていきたい、この思いを持って招致活動
に取り組んできましたが、それが 2020 年、今度
はみんなで目指すオリンピック・パラリンピック
が日本に来たというところで、夢というものが続
いたなというふうに心強く思っております。 

 

司会 ありがとうございました。これで会見を
終了します。 

 

佐藤 ありがとうございます。（拍手） 

 

（文責・編集部）

 


